
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜宣言式の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（関連するＳＤＧｓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みやぎキャッシュレス納付推進宣言」の実施について 

News Release 2024年 4月 24日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。   もっと、ずっと、地域と共に。 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）は、宮城県内の地方公共団体や金融機関、民間団体等 

７６団体とともに、「みやぎキャッシュレス納付推進宣言」（以下「本宣言」といいます。）を 

実施いたしました。 

本宣言は、デジタル化の進展によりキャッシュレス決済手段の多様化が進むなか、宮城県内に

おける税公金のキャッシュレス納付の一層の普及に向けて、関係機関が共同して推進していく 

ことを目的として実施するものです。 

当行では関係機関と広く連携・協働しながら、キャッシュレス納付の推進を通じ、お客さまの 

利便性向上および社会全体のデジタル化の実現に貢献してまいります。 

 

以 上  

 

 

 

 ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標

であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されています。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ も

っと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する取組みを更に強

化するため、2021年10月に「ＳＤＧｓ実践計画」を策定しました。 



みやぎキャッシュレス納付推進宣言

【共同宣言者】

　社会全体のデジタル化は、国民・企業の利便性を向上させるとともに、
業務の効率化や生産性の向上に資するものであり、その推進は、官民問わず、
私たちにとって共通の課題となっています。
　また、我が国の社会経済の急速な変化やデジタル化の進展により、オンラ
イン決済や非対面・非接触型のサービスが拡大しており、今後もこうした
決済手段への移行が社会全体で加速していくことが見込まれます。
　このような社会情勢を踏まえ、国税及び地方税をはじめとする公金につい
ても、キャッシュレス納付を積極的に推進していく必要があり、デジタル化
のメリットを多くの方々に享受いただけるよう、官民がより一層連携して
取り組んでいくことが重要であると認識しています。
　私たちは、こうした共通認識のもと、国、地方公共団体、金融機関、民間
団体が一体となり、キャッシュレス納付の一層の普及を共同して推進して
いくことを宣言します。
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宮城県
仙台市
石巻市
塩竈市
気仙沼市
白石市
名取市
角田市
多賀城市
岩沼市
登米市
栗原市
東松島市
大崎市
富谷市
蔵王町
七ヶ宿町
大河原町
村田町
柴田町
川崎町
丸森町
亘理町
山元町

松島町
七ヶ浜町
利府町
大和町
大郷町
大衡村
色麻町
加美町
涌谷町
美里町
女川町
南三陸町
宮城県市長会
宮城県町村会

日本銀行仙台支店
株式会社七十七銀行
株式会社仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
仙北信用組合
石巻商工信用組合
古川信用組合
JAバンク宮城
東北労働金庫
東日本信用漁業協同組合連合会宮城統括支店
一般社団法人宮城県銀行協会
宮城県信用金庫協会

仙台国税局
仙台北税務署
仙台中税務署
仙台南税務署
石巻税務署
塩釜税務署
古川税務署
気仙沼税務署
大河原税務署
築館税務署
佐沼税務署
宮城県商工会議所連合会
宮城県商工会連合会
宮城県中小企業団体中央会
東北地区納税貯蓄組合連合会
宮城県青色申告会連合会
一般社団法人宮城県法人会連合会
宮城県間税会連合会
宮城県酒造組合
宮城県小売酒販組合連合会
東北税理士会宮城県支部連合会
日本公認会計士協会東北会宮城県会

合計　76団体


